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投資事業評価調書（継続：再評価〔第 2回〕） 

部課室名 
県土整備部まちづくり局 

市街地整備課 

記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 

課長 福澤 静司 

(副課長兼区画整理班長 松尾 成史) 
内線 

4670 

(4673) 
 

事業種目 土地区画整理事業 新規評価年度 Ｈ15  現 計 画 前回評価時点 

事 業 名 
野中
の な か

･砂子
ま な ご

 

土地区画整理事業 

(組合施行) 

事業採択年度 Ｈ16 
総 事 業 費  80  億円) 88 億円) 

(基本事業費) (44 億円) (53 億円) 

着工年度 Ｈ16 内 補 償 費  17 億円) 14 億円) 

再評価年度 Ｈ25 完成予定年度 Ｈ39 Ｈ34 

事業区間 赤穂市 浜市
はまいち

、砂子
ま な ご

、北野中
き た のな か

、南野中
みなみのなか

 

進 捗 率 39 ％) 23 ％) 

(内補償進捗率) (91 ％) (36 ％) 

残 事 業 費  49 億円) 68 億円) 

事 業 の 目 的 事 業 内 容 

本地区は、ＪＲ播州赤穂駅から北東約１㎞に位置し

ＪＲ坂越駅に近接しており、土地の有効活用による健

全な市街地形成を図るため、土地所有者による組合を

設立し、道路等の公共施設を整備する。 

○地域の安全・安心の確保 

災害時の防災機能の向上（公園・下水道等整備） 

通学路の安全確保（幹線道路等整備） 

○幹線道路網の強化による地域交流の活性化 

駅へのアクセス向上及び広域交通の円滑化 

JR 赤穂線北野中第三踏切の立体交差化(ｱﾝﾀﾞ-ﾊﾟｽ) 

施行区域面積 Ａ＝45.2ha 

【都市計画道路】 

 塩屋野中他 2 路線 
【公園】 

野中･砂子公園他 5 箇所 
【区画道路】※幅員 4～11ｍ 

【特殊道路】※幅員 0.9～4ｍ 

 

 

1,917 

 

28,650 

12,261 

1,381 

 

 

ｍ 

 

㎡ 

ｍ 

ｍ 

〔基本事業費負担割合〕 

  国：1/2､県：1/4､市：1/4 

事業を取り巻く

社会経済情勢等

の変化 

地区内に赤穂市が赤穂すこやかセンターを都市再生整備計画事業により整備した。 

【前回評価時点からの事業計画・総事業費・工期の変更概要】 

都市計画道路における無電柱化工事を廃止等により、基本事業費を約 9 億円減額する。

また、一部地域の仮換地計画の調整に時間を要しており、事業期間を５箇年延伸する。 

進捗状況 ①全宅地面積のうち 96％(29.5ha/30.6ha)の整備が完了 

②要移転棟数のうち 66％(26 棟/39 棟)の移転が完了 

③都市計画道路及び区画道路は 82％(12.7km/15.6km)が概成 

※野中浜市線：H30 年 5 月 30 日に供用開始 

評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及び

対応方針 
(Ｈ25 年度再評価) 

【審査会意見】 

事業者は赤穂市と連

携し、総合治水機能が発

揮されるよう減災対策

に積極的に取り組まれ

たい。 

【対応方針】 

減災対策： 

 

ハザードマップの作成・配布〔市〕、避難所（野中・

砂子公園、赤穂すこやかセンター）の整備〔市〕 

流域対策： 雨水貯留池(野中・砂子公園)の整備〔市〕、歩道へ

の透水性舗装採用、各戸貯留の普及啓発〔市〕 

河川下水道対策： 加里屋川の改修〔県〕、雨水幹線の整備〔市〕 

(1)必要性 ①都市計画道路や区画道路、公園等を計画的に配置することで、健全な市街地の造成を図

り、避難路・避難所等の備わった災害に強いまちづくりを推進する。 

②幹線道路の整備による中心市街地・播州赤穂駅へのアクセス強化と、広域的な道路ネッ

トワークを形成する。また、歩道設置による通学路の安全確保を図る。 

(2)有効性・ 

効率性 

①費用便益費 B/C=1.3（前回評価時点 B/C=1.3） 

宅地整備により住宅等の建替・新築が促進されるなど経済波及効果が高い。 

(執行環境状況) (施行者において各段階で事業計画、換地計画等の公告縦覧等手続きが適正に行われている。)

(3)環境適合性 ①区画道路、公園を適正に配置することで、通風や採光等の確保された良好な居住環境と

優れた街区の環境を形成する。 

②都市計画道路の整備により交通の分散を図ることで、自動車の CO2 排出量を削減する。

また、歩道には全線透水性舗装を採用することで雨水の地下涵養を促す。 

(4)優先性 ①赤穂市の都市計画マスタープランに位置づけられており、土地区画整理事業の都市計画

決定が H15 年 3 月にされている。 

再
評
価
の 

結

果 

継続 

左
の
理
由 

既に一部の幹線道路が供用しており、道路や公園等の整備が進んだことで、地区

内の宅地開発が活発化する等、段階的に事業効果が発現されている。また、防災機

能の強化等、市と連携して、事業効果をさらに高める取り組みも成されていること

から、継続して事業を実施する必要がある。 
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事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第 2回〕） 

事業名 土地区画整理事業 地区名 野中
の な か

・砂子
ま な ご

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業進捗状況・予定 整備効果 

全体 【事業費＝80 億円】 

都市計画道路 

区画道路 

物件移転 

宅地面積 

保留地 

 

1,917 

13,642 

39 

30.6 

159 

 

ｍ 

ｍ 

棟 

ha 

区画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回 

再評価まで 

(H16～H25) 

【事業費＝20 億円】 

都市計画道路整備延長 

区画道路整備延長 

物件移転数 

宅地整備面積 

保留地販売 

 

469 

10,020 

18 

25.9 

4 

 

ｍ 

ｍ 

棟 

ha 

区画 

(進捗率) 

約 25％ 

約 73％ 

約 46％ 

約 85％ 

約 03％ 

 

 

新築戸数： 17 戸 

地区人口：107 人増 

H24 保留地販売開始 

過去 

５年間 

(H26～H30) 

【事業費＝11 億円】 

都市計画道路整備延長 

区画道路整備延長 

物件移転数 

宅地整備面積 

保留地販売 

 

731 

1,507 

8 

3.6 

24 

 

ｍ 

ｍ 

棟 

ha 

区画 

(進捗率) 

約 63％ 

約 85％ 

約 66％ 

約 96％ 

約 17％ 

 新築戸数： 91 戸 

地区人口：168 人増 

H30 野中浜市線供用開始 

H30 野中･砂子公園完成 

今後 

９年間 

(H31～H39) 

【事業費＝49 億円】 

都市計画道路整備延長 

区画道路整備延長 

物件移転 

宅地整備面積 

保留地販売 

 

717 

2,115 

13 

1.1 

129 

 

ｍ 

ｍ 

棟 

ha 

区画 

  土地の有効利用を促進 

住宅宅地開発等の促進 

交通利便性の向上 

歩行者等の安全確保 

事業箇所

野中・砂子公園 

(近隣公園 A=2.0ha)

北野中 

第三踏切 

(都)塩屋野中線

(L=644ｍ) 

(都)野中浜市線

(L=1,200ｍ) 

事業区域

H25まで

H26～H30

H31以降

凡　例
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位置図 

事業箇所 

播州赤穂駅 

中心市街地に隣接した交通至便な地区で急速に宅地化が進んでいることから、住宅宅地の開発にあわ

せて幹線道路・区画道路、公園等を計画的に配置した災害に強いまちづくりが望まれる。 事業の必要性 

従前の土地利用状況（平成 15 年撮影） 

 

地域の安全・安心の確保 

区画道路・特殊道路（歩行者専用道）や防災機能を備えた公園を整備することで、災害に強く安全・安心に暮らせる居住環境を創出

新築住宅立地状況

事業設計図 

赤穂すこやかセンター（H28 完成） 

 【人口の推移】 

安全・安心な駅までの動線を整備(特殊道路))

(都)野中浜市線（H30.5.30 供用開始）

坂越駅 

坂越駅 

幹線道路網の強化による地域交流の活性化 

野中・砂子公園(整備イメージ)

市中心部・駅へのアクセス強化と広域交通の円滑化を図るとともに、保健センターを地区内に

誘致するなど、地域交流の活性化を促す 
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河川・下水道対策 
○地区内の下水道(雨水幹線)の整備 

○加里屋川の河川改修 

○千種川及び加里屋川の堆積土砂撤去などの適切な

維持管理 

総合治水の取り組み 

総合治水条例に基づく西播磨西部地域総合
治水推進計画を踏まえた、減災対策、流域対
策、河川・下水道対策の取り組み 

流域対策 
○降った雨を一時的に貯める雨水貯留池を野中・砂

子公園内に整備 

○宅地化した家屋の屋根に降る雨水を貯めておく、

各戸貯留の普及啓発及び雨水貯留タンク設置への

支援 

○雨水浸透機能の維持 

・近隣公園(A=2.0ha)､街区公園(A=約 0.9ha)へ

の植生等による雨水の地下涵養 

・特殊道路・歩道等への透水性舗装採用 

加里屋川の河川改修下水道の整備 各戸貯留タンク設置への支援

避難所：野中･砂子公園 

避難所：赤穂すこやかセンター 

野中･砂子公園整備 

赤穂すこやセンター(H28.4 竣工) 

【マンホールトイレ】【かまどベンチ】 

減災対策 
○避難所(野中･砂子公園､赤穂すこやかセンター)の整備 

○野中･砂子公園の防災機能の充実(マンホールトイレ等) 

○浸水想定区域の作成、周知〔県〕 

○ハーザードマップの作成、配布〔市〕 

○河川情報システム“水守”の運用開始〔県〕 

○効率・効果的な市民への情報発信手段の構築〔市〕 

○避難所への案内看板の設置〔市〕 

○大規模洪水を想定した実践的演習、水防訓練の実施〔市〕 

○赤穂すこやかセンター(避難所)の耐水対策〔市〕 

○フェニックス共済への加入〔住民〕 

○大規模水害時の市と民間事業者との応援協定締結 

【雨水貯留池】※流域対策

かまどベンチ

マンホールトイレ

屋上への非常階段

※耐水対策 
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１．前回評価時点（H25）計画及び実施工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．事業効果について 

（１）費用対効果※1 

便益（Ｂ）の項目 

(B)便益 算出方法 

地区内便益 総 便 益：（１年間の便益）×50年×割引係数 

１年間の便益：（事業有りの総地代）－（事業無しの総地代） 

地 代：その土地を利用して将来的に発生する収入の見込額 

（地価×４％） 

便益計測内容：最寄り駅(播州赤穂駅又は坂越駅)までの所要時間、播州赤穂駅

周辺までの所要時間、公園までの距離、前面道路幅員、公共用

地率、下水道整備、容積率 

地区外便益 総 便 益：（１年間の便益）×50年×割引係数 

１年間の便益：（事業有りの総地代）－（事業無しの総地代） 

費用便益比算出根拠（Ｂ／Ｃ） 

Ｂ（便益） Ｃ（費用） 

Ｂ/Ｃ  

(百万円) 

地区内便益 

(百万円) 

地区外便益 

(百万円) 

 

(百万円) 

事業費※2 

(百万円) 

維持管理費 

(百万円) 

用地費 

(百万円) 

16,489 13,947 2,542 12,930 8,929 113 3,888 1.3 

※1：「土地区画整理事業の費用便益分析マニュアル(案)」(平成 21年 7月 27 日付市街地整備課長

通達) により分析 

※2：土地区画整理事業費に下水道整備を含めた額 

（２）費用対効果に含まれない効果 

別紙「土地整理事業の効果」のとおり 

  

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

野中浜市線

塩屋野中線

近隣公園

街区公園

再評価時点(H25)

実施工程

保留地処分

都市計画道路
築造工事

区画道路築造工事

整地工事

建物移転補償

公園整備工事
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土地整理事業の効果 
 

 対象事業：野中・砂子土地区画整理事業 

（１）費用対効果 

効果項目（費用対効果の便益内容） 

事業地区及びその周辺地区の地価向上 

（２）費用対効果に含まれない効果 

評価の視点 効果項目 

 

該当する事業内容 

①安全・安心の

確保 

災 

害 

時 

救助・救援活動の支援 
（災害時の通行不能の解決） ○ 

平面交差から立体交差への改良による緊

急車両（消防・救急）の円滑な通行の確保 

減災対策への取り組み 
（避難路・避難場所などの避難

施設、延焼防止機能の確保） 

○ 
避難路、延焼防止帯として機能する十分な

幅員のある幹線道路、区画道路の確保 

○ 
防災機能を備えた公園を整備することで

避難所を確保 

平 

時 

交通安全対策 
（通学路等の整備） ○ 

区画道路及び歩道設置による通学路整備

に伴う地域の交通安全確保 

○ 
道路交差点への隅切りの設置による視距

の確保 

雨水排水対策 
○ 

排水路及び下水道整備による排水機能強

化に伴う浸水対策 

②地域の活性化 地域交流の活性化 
○ 

幹線道路整備による広域的な道路交通の

円滑化 

地域経済の活性化 
○ 店舗や福祉施設等の新規建設用地の供給 

○ 
新たな住宅や店舗建築など、民間建築工事

誘発効果 

住環境の向上 
○ 

区画道路等公共空間の増加により、通風・

採光等の確保 

土地の有効活用 
○ 

矩形の宅地など区画の整形化による土地

利用の向上 

良好な宅地の供給 
○ 

幅員 4m 以上の道路に接した新たな優良宅

地を確保 

③円滑な交通体系の

確保 

公共交通機関利用の促進 

交通結節機能の向上 ○ 
駅へのアクセス道路整備による公共交通

機関の利便性確保 

④地域の環境改善 沿道環境の改善 

景観形成 ○ 
道路植栽による沿道の良好な環境、景観の

形成 

（３）地域からの要望状況等 

要望状況等 土地区画整理組合が施行する事業であり、事業実施に係わる重要な内容に

ついては、組合員からなる総会の議決を経て定められている。また、事業施

行の各段階で事業計画や換地計画等について、公告縦覧が行われるなど、民

主的な手続きが制度に組み込まれている。 

 

 


